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はやぶさ 第１８８号   ２０１６年０６月１０日(金） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

★イノベーションの時代（変態脱皮の時）の「人生に五計あり」★ 

 

著者：（株）I&C・HosBiz センター 

                 Ｃａｐ平本 靖夫 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

第１８８号を発信します。２０１６年０６月１０日(金） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

４月１４日（木）に発生した震度７の地震は、範囲が熊本県から大分県へと 

広がり、今日現在まで震度３，４の余震が８週間も続いております。 

いまだ多くの方々が避難生活を余儀なくされています。 

すでに５７日が経過しました。6/8 の気象庁発表によると震度「１」以上の余震 

が４月に 1,093 回、５月に 520 回と半減しており減衰傾向にあるようです。 

しかし依然として復興が滞っている状態が続いています。 

一日も早い復興を祈念しています。 

この間に亡くなられた方々にお悔やみ申し上げます。また、被災されて避難されて 

おられる方々にお見舞い申し上げます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

【タイトル】★イノベーションの時代（変態脱皮の時）の「人生に五計あり」★ 

 

                         ９回シリーズ：その１ 

 

著者：（株）I&C・HosBiz センター 

                 Captain 平本 靖夫・・・74 歳（1941 年生まれ） 

 

＊はじめに＊ 

 

人生に五計あり・・・生計･身計･家計･老計･死計 の 74 歳での受け止め 

 ■生計・０～２０歳・・・・・いかに生きるべきかの探検と良き習慣を体得する世代  

■身計・２１歳～４０歳・・・・身を立てワクワクして生きる事を目指す世代 

■家計・４１歳～６Ｏ歳・・・・世間から「プロ＝専門家」と認められ徳を積む世代  
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■老計・６１～８０歳・・・・・自分のために生きるのではないと自覚する世代  

■死計・８１～１００歳・・・・死生観を持って生きる世代・人間の存在理念とは・・ 

 

と、過去２回の掲載ではこの順番で語ってきました。  

しかし、今の心境は未来に「安心・安全」を観じるのとは、程遠いものです。 

2011 年 0311 の東北大震災の記憶が鮮烈に残り、復興も終わらないうちに、2016 年 

0414 に熊本震災を経験。前者は原発事故による放射線量対策が重く未来にのしかかって 

います。後者は、未だに続く 1500 回を超える余震により復興は捗らないでおります。 

 

南海トラフ巨大地震地域では大陸プレートの歪の増幅が蓄積している。首都圏直下型地震 

はいつ起きても不思議ではないとの見解があります。  

天変地異も近未来への不安感に繋がっています。災害に備えるにしても備蓄や非難訓練 

だけでは十分ではなく、災害に向かい合う心構えが必要な時と観じています。 

終活を意識して「一日一生」の心得で生きる覚悟をしなければならず、まるで戦場にいる 

ような戦慄と緊張感が続いている想いでおります。 

 

アベノミクスは、格差社会を広げ中小・小規模企業従業員の賃金は下がり続けて、学童の 

6 人に一人は貧困という事態になっており、「生計」を立てることができない若者が増え 

ております。これは、大きな社会的課題になっているとの危機感を持っています。 

 

老計の団塊の世代の３０％近くの人は、下流老人への漂流や老後破産のリスクを抱えて 

おり、基本的な生活も脅かされているのが現実となっています。 

子供たちの未来も「安心・安全」でなく、老後の生活にも不安があることは、社会構造の 

歪のしわ寄せであり、今までの政治が間違っていると言わざるを得ません。 

 

「衣食足りて礼節を知る」の諺のとおり、基本的な生活権が守られなければ幸せな人生を 

送る事はできない。 人生を設計するには、未来が明るく個人の努力が報われることなく 

して実現することは難しいのであります。 

未来に希望を感じられず不安ばかりである。この心理がデフレの真の原因だと考察して 

おります。賃金が上がらないうえに、教育、医療、介護の負担は増すばかりなのです。 

未來に希望を持てる社会が“見える化”して、次世代を担う子供達に継いでいくのが、 

今を生きる大人たちの責任であり使命であると自覚しております。 

そうした理念と願いをもとに、「人生に五計あり」を新たに書き綴ります。 

 

一方、たとえ金銭的には貧しくとも家族や友人やお隣さんとコミュニティを築いて、 

未來に「勇気と希望」を持って生きる！ことを提案し続けます。 

様々な人生の試練や出来事や困難に負けずに、強く鍛えてまいりましょう！！ 

 

74 歳となり、来年は後期高齢者として様々な社会的制約が加わってくるとも、生涯現役 
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で皆様と共にやり遂げるつもりです。 

 

第１回 パロディですが、私の「老計」「死計」として、生涯現役の心得をまとめて 

みました。  

 

◆生涯現役の心得  この世開はリスクだらけの修行の場 

還暦   60 歳でお迎えに来た時は、只今修行の真っ盛りと云え 

古希   70 歳でお迎えに来た時には、まだまだ今一、未熟と云え 

喜寿   ７７歳でお迎えに来た時は、急ぐなこれから磨きをかけると云え 

傘寿   ８０歳でお迎えに来た時は、 

まだまだ、やらねばならぬ仕事（４５１０）が残っていると云え 

米寿   88 歳でお迎えに来た時は、もう少し、 

若者たちと一緒に４５１０をしたいと云え 

卒寿   90 歳でお迎えに来た時は、そう急がさなくても良いと云え 

白寿   99 歳でお迎えに来た時は、頃合いを見てボツボツ行くと云え 

茶寿   １０８歳でお迎えに来た時は、大変お世話になりました。 

      良い日柄をみて、迎えに来ても良いと云え 

皇寿   １１１歳でお迎えに来た時は、志合わせに満ちた良い人生と 

家族と友人に感謝している。いつでもお迎えに来てと云え 

 

＊あの世でも、更に「世のため・人のため」の仕事（数霊＝4510）をすすめましょう 

 

を、心得として「一日一生」で中小企業・小規模企業の経営者と従業員のために、全身 

全霊をかけ、身を粉にしまして、同朋と共に仕事＝4510 を進めますので、ご遠慮なく 

申し付けてください。 

 

１、人生は「一期一会」貴人の出会い  

  

■心かよい合う者同士は、この世で出会う前からそれらの人々を知っており、愛して 

おり同朋と感じているのであります。そして、今はまだ出逢っていないが、必ず出会う 

時が来ると確信しているのです。 

皆さんもそうした経験をお持ちではありませんか？  

  

人と人の関係は、善悪ではなく好き嫌いで人の評価をすることが多いのも日常的な現実 

ですね。  

組織の求心力や強さも、やはり人間関係の「好き・嫌い」の影響を受けていると観じて 

います。  

今は一人と観じるのであるが、どこかに同朋がばらまかれていて、その時が来れば必然的 

に出会うのであると潜在的に魂は感じているのです。  
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貴人とはそうした同朋であり、自分を導いてくれるメンターであり、この時代における  

チームメイトでもある方です。こうした方に出会うのが、人生の楽しみであり、宝物 

であります。  

使命をもって、事をやり遂げる人には、貴人が必ず現れるのです。  

「時の氏神が来るよ！」とも云われていますね。  

そうした目で、家族や社員・同朋を見ると、感謝と愛しさが湧いてくるのです。 

私も、何人もの貴人に導かれて今と未来があると感謝を込めて観じております。 

 

 

◆６巡目の７４歳になって、強く感じるようになったことのひとつに、それぞれの人の 

個性を、ありのままに認められるようになったことです。 

老計の後半に入り死計を念い今世の感謝と来世の 4510 を想うときに・・・・・  

  

善悪二元論は間違いであり、個性をもって生きることが人間の存在理念であることに、 

気が付いたからです。 

自分との違いを排除するのではなく、あらゆるモノの存在を許容して支え合い助け合って 

共存することを、根源神・クリエーターは「良し」としておられるからです。 

つまり、個性を生かしあったチームワークなのです。それが人としての致福と思います。  

 

＊次回は、死計をいかに生きるか。を語ります。 

 

ご質問、ご意見のある方は、以下のメールアドレスでお願いします。 

 

   happy@keiei-tokkunshi.jp 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ セミナーのご案内 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

◆会計事務所向け： 

 

第２回「会計事務所経営 セミナー」のお知らせ 

 

・日時 2016 年 0６月１０日（金） 14：30～16：45 

・場所 ＪＲ京浜東北線、地下鉄南北線 王子駅 北とぴあ （９01 号室） 

・参加費 ３,000 円（ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ手引書、教材付） 

 

 ご案内は、以下のＵＲＬを参照ください。 

（CTRL キーを押しながら左クリック） 

 

http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_1_97.pdf 

mailto:happy@keiei-tokkunshi.jp
http://keiei-tokkunshi.jp/data/mls723lpdf_1_97.pdf
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

◆会計事務所向け： 

 

「会計事務所経営 セミナー」：第３回以降のお知らせ 

 

・場所 ＪＲ京浜東北線、地下鉄南北線 王子駅 北とぴあ または 

    東京メトロ 日比谷線 茅場町 ５番出口 中団連（全国中小企業会館 ４F） 

・参加費 ３,000 円（ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ手引書、教材付） 

 

 ご案内は、後日掲載します。１１，１２月の開催日が変更になっています。 

 

１）第３回：2016 年 0７月０８日（金） 14：30～16：45 北とぴあ（ＪＲ王子） 

２）第４回：2016 年 0８月０５日（金） 14：30～16：45 北とぴあ（ＪＲ王子） 

３）第５回：2016 年 0９月０９日（金） 14：30～16：45 北とぴあ（ＪＲ王子） 

４）第６回：2016 年１０月０７日（金） 14：30～16：45 中団連会議室（茅場町） 

５）第７回：2016 年１１月１０日（木） 14：30～16：45 中団連会議室（茅場町） 

６）第８回：2016 年１２月０６日（火） 14：30～16：45 中団連会議室（茅場町） 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

◆第５１回以降の「トライアルゲーム」◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

 日程が決まり次第お知らせします。 

  

１）土曜日 1３:３0～1８：３0 「経営特訓道場」 

JR 駒込駅南口 徒歩 6 分 

              東京メトロ南北線駒込駅 1 番出口 徒歩 5 分 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

◆経営特訓士資格認定講座◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

次回以降の認定講座は、日程が決定次第お知らせします。 

 

１）原則 ２日間（土、日） 10：00～18：30  「経営特訓道場」 

JR 駒込駅南口 徒歩6 分 

東京メトロ南北線駒込駅 1 番出口 徒歩 5 分 
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＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

◆◆はやぶさ 3 周年・感謝キャンペーン◆◆◆◆◆◆◆ 

  お蔭さまにて 3 周年・皆様のご愛読に感謝いたしております。 

 

マイナンバンー元年のお年玉 ★手引書・無料プレゼントのご案内★ 

  本年 1 月 1 日より、マイナンバー制度の運用が始まりました。 

  皆様、現場に展開しておりますか？ 

  ご愛読者の皆様への感謝としまして。「無料」で進呈します。 

 

     手順通りやれば誰にでもできる 

マイナンバー制度導入運用手引書 定価：1000 円＊無料進呈     

  

＜目次＞ 

１）推進体制と責任者を決める 

      ２）従業員に説明するとともに、協力を依頼する 

      ３）税理士や社会保険労務士等への業務委託 

      ４）個人事業主取引先のリストアップとマイナンバー提供依頼 

      ５）安全管理措置の実施・・・・・始業／終業点検の実行 

      ６）保管管理の実施や廃棄等のルール化 

      ７）2016 年に実施する課題の準備をする（現法令の場合） 

      ８）付表 MyNa 問診シート 

 

   ＊お申込みは下記のメールアドレス宛に、  

「お名前、社名、所属部署、〒・住所（必須）、URL（ある場合）」を 

ご記入の上、メールしてください。 

 

     happy@keiei-tokkunshi.jp  

   

◆クロネコ DM 便でお送りします◆ 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

◆経営相談は 

 

     http://hosbiz.net/pdf/20150527_02.pdf 

 

を開き、「問診シート」をプリントして、必要事項をご記入のうえ、FAX ください。 

mailto:happy@keiei-tokkunshi.jp
http://hosbiz.net/pdf/20150527_02.pdf
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    FAX ： ０３－５８３２－９４０４ 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

一般社団法人 経営特訓士協会（略称：ＫＴＧＡ） 

   URL http://keiei-tokkunshi.jp/?mail 

    

アドレス：happy@keiei-tokkunshi.jp 

 

発行責任者： 理事長 平本 靖夫、  編集長：石川 昌平 

 

配信解除ＵＲＬ：配信停止をご希望の際は、以下のアドレスをクリックしてください。 

 

 https://1lejend.com/stepmail/delf.php?no=300444 

 

http://keiei-tokkunshi.jp/?mail
mailto:happy@keiei-tokkunshi.jp
https://1lejend.com/stepmail/delf.php?no=300444

